


NIMS-EMC No.20





目　　　　　　　次

１．はじめに……………………………………………………………………………………… １

２．日本の産業界とエコマテリアル…………………………………………………………… ２

2.1 はじめに・・・エコマテリアルの概念…………………………………………………… ２

2.2 企業などによる環境報告書などの公開…………………………………………………… ３

2.3 日本のエコマテリアルの現状調査結果…………………………………………………… ４

３．各業界のエコマテリアル…………………………………………………………………… ９

3.1 鉄鋼業………………………………………………………………………………………… ９

3.2 自動車と関連業界…………………………………………………………………………… 20

3.3 電力業界……………………………………………………………………………………… 31

3.4 電気・電子・精密機器業界………………………………………………………………… 38

3.5 繊維・化学・ペイント業界………………………………………………………………… 55

４．まとめならびに今後の課題と提案………………………………………………………… 65



 

 

はじめに 
 
 日本のエコマテリアルの現状調査は、2001 年に物質・材料研究機構にエコマテリアル研

究センターが開設されて以来行ってきたものである。これは、日本の各企業が環境報告書

の中に提示している環境配慮素材をエコマテリアルとしてピックアップし、その広まりや

分野毎の特徴を調べていく調査であった。これらは、継続的に EcoBalance 国際会議に報告

されるとともに、日本金属学会や日本 LCA 学会の学会誌に掲載され、それをおえば日本の

環境配慮材料の広まりがわかる調査であった。 
 この調査は、環境配慮材料が社会に普及していく幼年時代を追い、その発展を促す意味

でその意義は大きかった。しかし、現在 TV の広告にも「エコ」が多用され、世の中全体が

環境志向となる段階において、調査の対象とした各社の環境報告書の役割も変化し、そし

てなりよりも、エコマテリアル(環境配慮材料)が特殊な材料ではなく『あたりまえの材料』

となってきた。 
 この喜ばしい現状をもって、この「日本のエコマテリアルの現状」の調査は役割を終了

したと判断し、その調査を終えるにあたって、これまでの調査の総括の意味で、一冊の報

告書としてまとめることにしたものである。 
 本稿を読んでお分かりになると思うが、調査は終了したが、エコマテリアルの発展はま

だまだ展開すべき余地が多く残されている。本稿が、今後の環境配慮材料の展開を考える

上で、これまでの到達点の整理として役立つことを願っている。 
 なお、本稿をはじめ、「日本のエコマテリアルの現状調査」には、エコマテリアル研究会

などで活躍してこられた山田勝利氏にエコマテリアル研究センターの時から特別研究員と

してその調査にあたってもらった。強く感謝の意を表するものである。 
 
                       2010 年 3 月 
                          元素戦略センター長 原田幸明 
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2.日本の産業界とエコマテリアル 
2.1 はじめに・・・エコマテリアルの概念 

エコマテリアルの概念は、1991 年に日本で提案 1,2)され、現在広く普及、発展している。

まず、原田と山本により、地球環境問題を実際的に解決するために、６種のエコマテリア

ルの分類 3,4)が提示された。これらの中で４種は、ライフサイクルデザイン型で、「有害物質

フリー材料」(=Hazardous substance free)、「高資源生産性材料」(=Higher materials 
efficiency)、「低環境負荷履歴材料（製造工程での環境負荷を最小として生産された）」

(=Green environmental profile)、「高リサイクル性材料」(=Higher recyclability)である。

さらに、広義のエコマテリアルとして、「環境保全に有効な機能対応型材料」(=Functional 
materials)、「エネルギーシステムに用いられるシステム要素型材料（省エネルギー材料）」

(=Energy saving materials)を示した。 
日本国政府や多くの日本企業が環境保護のための膨大な活動に携わり、日本のエコマテリ

アルは大幅に増加し、優れたエコプロダクツや環境改善技術を生み出している。 
このような近年の日本のエコマテリアルの発展と数的増加を考慮し、2003 年に「エコマテ

リアルフォーラム」は、エコマテリアルの新しい６分類法 5)を提案した。 
 

 

 

� �   エコマテリアルの新しい�ク�ル型分類 

                （エコマテリアルフォーラム） 

即ち、「環境改善型（環境保全と浄化）」(=Refreshment)：有害物質の吸着剤のように、有

害物を除去し、環境を改善する特性を有する、「有害物質フリー型（環境影響物質を管理、

低減）」(=Chemical safety)：材料中の含有・添加有害物質を最小限とする、「高性能・高機

能型（使用時の高生産性）」(=Performance & efficiency)：（エコマテリアル利用）製品の使

用時の環境負荷を低減し、製品性能・効率を高める、「資源枯渇回避型（低環境負荷資源）」

(=Greener resource)：製造工程での資源節約などにより資源問題解決に貢献する、「エコ製

造プロセス型（低環境負荷プロセス）」(=Greener process)：省エネルギーや副産物の再生

可能性を向上するなど、製造工程での環境負荷を低減する、「リサイクル考慮型（高リサイ

クル性）」(=Recyclability)：リサイクルや再使用が容易な性能とする、である。 
 
2.2 企業などによる環境報告書などの公開 
環境省によれば、図２に示すように、日本の環境報告書の公開企業数は年々増加しており、

環境報告書が日本企業に理解され、幅広く普及した年は、2001 年度と言える。近年は、環

境報告書等を公開する企業数は一定の水準となり、変化がなくなったと見られる。 

 

 

 
図� ２� 日本の環境報告書の公開企業数（CSR 報告書など�含�） 
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2.3 日本のエコマテリアルの現状調査結果 
日本では、経済産業省の統計表（工業統計調査 2004）などによれば、過去１０年間に

関して、全企業の総出荷額の 50%以上は、資本金１０億円以上の企業によるものである。

これらを考慮して、著者らは、上場企業の環境活動の調査により、日本産業全体の環境活

動の動向や各産業分野での特徴や差異を、統計的意味で相当正確に把握することが可能で

あろうと判断した。 
著者らによる日本のエコマテリアルに関する調査 6-11)は、「持続可能な社会」を作るために

最適なエコマテリアルを開発・製造するための企業活動を調査・解析する観点から、環境

報告書が日本企業に理解され幅広く普及した年である 2001 年に開始した。当初は、原田と

山本によるエコマテリアルの６分類を採用したが、その後、エコマテリアル・フォーラム

による６分類に切り替えた。 
本報では、2001 年度から 2007 年度版環境報告書に基づくエコマテリアル調査の結果の

総合的なまとめを行い、日本のエコマテリアルの発展と現状を報告する。 
 
2.3.1 調査方法 
2001 年度から 2007 年度までの環境報告書の調査（2002 年度は企業統合などの影響で過渡

期と判断して省略）は、原則として従業員 5000 人以上で環境報告書を公開している上場企

業を対象として Web-site での調査を行った。さらに、エコマテリアルの観点から重要と思

われる従業員 5000 人以下の企業も調査した。調査対象企業数は企業の統合や再編などによ

り年々わずかに変化しているが、毎年度約 280 社の調査を行い、企業は１６の産業分野に

分類した。エコマテリアルは、環境報告書に記載された環境面から優れた材料および製品

の中から、個別企業のおのおの独自の基準に基づき選出した。選出したエコマテリアルは、

その環境報告書等に記載された説明内容に基づき、上記の環境カテゴリーによる６分類を

行った。各産業分野において、おのおのの環境カテゴリーごとにエコマテリアルの総数を

その産業分野の企業数で割り、一社あたりの平均エコマテリアル数を求めた。環境報告書

中のエコマテリアルおよびエコプロダクツ中のエコマテリアルのカウント方法は、原則と

して一つのマテリアルは一つのカテゴリーに分類した。即ちある一つのエコマテリアルは、

通常幾つかの環境カテゴリーに属する特性を同時に有しているが、６分類する際には、そ

の中で最も重要な特性に基づいて分類を行っている。エコプロダクツ中のエコマテリアル

も、その最も重要・主要な材料と特性からエコマテリアルを選出し、分類している。また、

エコマテリアルの６分類においては、その材料自身の特性に基づくものではなく、使用・

適用状態に基づいて分類を行った。本報告の第一目的は、エコマテリアルの近年の開発と

発展の状態および今後取り組むべき課題を明らかにする点にあるが、さらに日本のエコプ

ロダクツ、エコシステムや環境技術の優れた成果（例）に関するまとめも含めた。なぜな

ら、エコマテリアルは、通常エコプロダクツの一部として組み込まれて使用されることに

よって有効な優れた働きをするものであり、エコプロダクツに関する情報は、エコマテリ

アルの有用性を理解する上で不可欠であるためである。 
 
2.3.2 調査結果 
2.3.2.1 日本の近年のエコマテリアルとその特徴 
日本のエコマテリアルに関する調査結果を図３から図５に示す。2001 年度版の 286 社の環境報

告書等による調査では 1898 個のエコマテリアルが見いだされたが、2003 年度には約 3700 個と

倍増 5-8)し、2005 年度には 4500 個以上見られた。2006 年度には数量としての増加は停止し約 4400

個であり、2007 年度版の調査では、272 社で約 4100 個のエコマテリアル数で、明確に減少した。

2001 年には、エコマテリアルに関する理解と概念の普及が不足していたと思われ、環境報告書

の中にエコマテリアルの記載が比較的少なく、ウェブでの商品紹介の欄からも選出して追加記載

する状態であったが、年々環境報告書に記載される数が増加した。図３に、一社当たりのエコマ

テリアル数の変化を示したが、この全分野合計の記載数が最大となったのは、2006 年度である。

しかし、環境カテゴリー別に詳細に見ると様相が異なり、「高性能・高機能」型エコマテリアル

の場合では、2005 年度が最大を示している。「環境改善」型のエコマテリアルも同様であり、製

品や材料の性能向に関する企業での意識が最も高まったのは、2005 年度であると見られる。こ

れは、例えば欧州での RoHS 規制に見られるような有害物質に対する規制やリサイクルや排出物

への規制などの強化に対する企業活動の高まりなどが大きな原因であろうと推定される。その後

は、以下に示す例のように、企業活動や商品や材料の方向づけの整理がなされて、内容として落

ち着きを見ているものと考えられる。エコマテリアルの量的な面では、まだ年々の増加傾向があ

るものと推定している。 

 
図� ３� 日本のエコマテリアルの��とその内容�約 280 社の全��� 
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への規制などの強化に対する企業活動の高まりなどが大きな原因であろうと推定される。その後

は、以下に示す例のように、企業活動や商品や材料の方向づけの整理がなされて、内容として落

ち着きを見ているものと考えられる。エコマテリアルの量的な面では、まだ年々の増加傾向があ

るものと推定している。 

 
図� ３� 日本のエコマテリアルの��とその内容�約 280 社の全��� 
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エコマテリアルの数量増加とその停止と減少の内容を見ると、例えば、製品の総合組み立てを行

う大規模な企業では、従来は個別製品ごとに RoHS 対応部品を示すなど比較的多数のエコマテリ

アルを個別に環境報告書中に記載していたが、2006 年度以降には一括して RoHS 対応型として 1

個を示すなど、包括的記載が増加している。一方、従来は示してこなかった有害物フリー型エコ

マテリアルを個別に多数示す企業もある。また環境報告書から CSR 報告書の公開に変わった後

は、記載するエコマテリアルの数が少なくなる傾向があり、特に自動車や電気・電子業界では、

実質的・量的には増加していると推定されるエコマテリアルの記載数が大幅に減少している。 

エコマテリアルの内容は、各産業分野ごとに異なっており、それぞれの特徴が見られる。 

図４と図５に2006年度と2007年度のエコマテリアルの産業分野別の一社当たりのエコマテリア

ル数と環境カテゴリー別の特徴をまとめて示し、表１に日本のエコマテリアルと利用される技

術分野の例を示したが、以下にさらに詳細に各産業分野でのエコマテリアルの実例とその特徴

を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         � � �����������2006 ��� 
 

 

         � � �����������2007 ��� 
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表 １  日本のエコマテリアルと利用される技術分野の例 

 

 

技術��

有害物質フリー　高性能　省物質　長寿命・高耐食性　環境浄化　エコ製造プロセス材料　など極めて多数

高強度鋼材 軽量化材料　高性能電磁鋼板　高成形性防錆鋼板　大入熱溶接用鋼　クロメートフリーや鉛フリー表面処理鋼板

高炉セメント　スラグリサイクル　各種の高性能特殊鋼（非常に多数）　

高効率発電設備と材料　送配電損失率低減と材料　ヒートポンプ（エコキュートなど）エネルギー効率向上材料

プラスチック油化　石炭灰や使用済み品のリサイクル　バイオマス発電関連　排煙脱硫など環境改善　太陽電池、燃料電池等　　

高性能エンジン用材料　ハイブリッド車、燃料電池車などに向けた諸材料　高性能、省エネ材料　車体軽量化材料 　

鉛フリー、他　有害物質フリー　水性塗料など　触媒、排ガス浄化材料　　冷媒改善

再生材料の活用、特にプラスチック類　生産時省エネ用材料　輸送用リターナブル資材など

光触媒　　有害物吸着　　高エネ効率高機能材　　省エネ、省資源（サッシなど）　リサイクル地金

ハロゲンフリー　鉛フリーなど　RoHS対応　環境にやさしい洗浄　　高性能　省エネ　リサイクル電線・ケーブルなど

鉛フリー対応技術など　　有害物フリー（鉛以外）　特に2005年には RoHS対応が増加　　ノンフロン　　生分解性プラ

高エネ効率高機能材　　燃料電池関係材料　　環境浄化材料

非常に多くのエコプロダクツが示され、各々にエコマテリアルを含む。多種・多様の電気・電子製品群。

水処理材料など　　排ガス処理吸着剤など　　環境改善設備用材料　　生分解性材料　　リサイクル容易

毒物フリー（以下以外）　　シックハウス症候群対策、　　有機溶剤削減　　鉛フリー対応　　有機溶剤不使用

ハロゲンフリーなど　　ノンフロンなど　　酵素利用医薬向け　　省エネ、省資源　　生産性向上　　高性能　　未来型

有機溶剤フリー　水性化　毒物フリー　耐候性　シックハウス症候群対応

��分野

�鋼�

電力�

自動車

製造

非�金�、サッシ

電線関係

電気、電子

コンピュータ

��機�関係

化�関係

�イント

�ム関係

��・�輸、通�

建設

��・不動産関係

製紙、��

機�製造

�工�

食品

��

セメント

��、ガラス等

商社

ガス

医�関係

化�品関係

高性能タイヤなど　省エネ　代替フロン　騒音低減　再生タイヤ　ノンフロン発泡断熱ボード

電磁気的省エネ技術　　塗料有害物質フリー　　走り改善・省エネ

高性能工法　緑化　内装　再生材　再生利用　廃棄物総量減少　最終処分場関連　土壌改良　建設工事省エネ、省力　

新型エネルギー利用　省エネシステム・断熱　多孔質コンクリート　バイオガス有機物再利用　シックハウス症候群対応

対環境ホルモン、農薬　　安全対策　　高性能セメント　　再生セメント　既設構造物補強　免震構造用　リサイクル　

環境配慮型枠　人工木材　微生物利用水浄化　光触媒

有害物質フリー漂白　再生紙　ＶＯＣ低減接着剤

リサイクル材　　長寿命軸受など　　高性能モーターなど省エネ機器と材料　環境改善　有害物質フリー

高効率発電設備と材料　高性能エンジンと材料　環境改善装置など　有害物質フリー

容器包装対応　輸送の効率化と材料　店舗や冷凍・冷蔵設備などの省エネ、断熱設備と材料

リサイクル商品　自然素材

高性能セメント、副生成物・廃棄物リサイクルセメント　　自動車排ガス規制対応技術（触媒、センサーなど）

光触媒、など　鉛フリーなど有害物質フリー　高性能フィルター　高断熱ガラス　高性能セラミックス　　有害物質分解

商社は全分野対応

コジェネレーションと材料　高効率給湯器、バーナーなど　バックアップ電源　燃料電池　リサイクル管

包装容器対応　再生紙使用容器　ポリプロピレンへの切り替えなど　通い箱と材料

生分解性材料　再生材料使用容器　有害物質フリー

�� �産業別のエコマテリアル 

��� 鉄鋼業 

����� 日本の鉄鋼業のエコマテリアルの特� 

ここで鉄鋼業界に含めた企業は、高炉メーカー、特殊鋼メーカー（電炉）でさらに

日立金属を含めてまとめた。規模や事業内容がかなり異なる企業をまとめているが、お

のおのを１社として、平均値を求めている。図 6に、日本鉄鋼業における６種の環境カ

テゴリーごとおよび全分野合計での一社当たりのエコマテリアル数とその年次ごとの

変化を示す。 

鉄鋼業界では、高性能・高機能型エコマテリアルに最も重点を置いており、自動車、

電機・電子産業など幅広い産業分野への材料供給を通じて、省エネルギーなどの環境問

題に貢献している。幅広い多種・多様の素材を供給している。環境改善、有害物質フリ

ー、資源枯渇回避やリサイクル材の使用による発生廃棄物削減および製造プロセスでの

環境問題考慮も充分になされている。 

さらに、高炉やコークス炉において、市民社会でのプラスチック廃棄物などを原燃

料として利用する熱リサイクルを推進し、最終処分場の負荷を減少させるなど、社会全

体を見た貢献活動もなされている。廃タイヤのリサイクルも行われている。 

鉄鋼材料はそれ自体がリサイクル容易材料と考えられているためか、この業界で、リサ

イクル性を最優先事項として考慮した特別な材料（鋼材）は、示されていない。 

 

図 ６  日本の鉄鋼業界のエコマテリアル（���１�����） 
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表 １  日本のエコマテリアルと利用される技術分野の例 
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環境問題考慮も充分になされている。 

さらに、高炉やコークス炉において、市民社会でのプラスチック廃棄物などを原燃

料として利用する熱リサイクルを推進し、最終処分場の負荷を減少させるなど、社会全

体を見た貢献活動もなされている。廃タイヤのリサイクルも行われている。 

鉄鋼材料はそれ自体がリサイクル容易材料と考えられているためか、この業界で、リサ

イクル性を最優先事項として考慮した特別な材料（鋼材）は、示されていない。 

 

図 ６  日本の鉄鋼業界のエコマテリアル（���１�����） 
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環境６分類に従って、各々の特徴的なエコマテリアルの例を以下に列記する。これ

らは、代表的な例ではあるが、まだ各種の多くのエコマテリアルが見られ、以下の例は

極く一部である。さらに、環境報告書等に図示されている例を後述する。 

 

�高性能�高�能 

 (1)高強度鋼材、自動車など軽量化材料、高性能電磁鋼板、高成形性防錆鋼板、など 

  (2) LNG ガス用など低温用鋼材、発電や熱交換器用などのエネルギー関連鋼材、など 

 

������� 

(1) 高炉セメント、スラグリサイクル材料（リーフ、路盤材など）など 

 

�エコ製造プロセス 

  (1) 予塗装鋼板（次工程での負荷低減） 

  (2) 超高 HAZ ボルト締結システムと建設効率を向上させるスーパー高張力ボルト等 

  (3) 大入熱溶接用鋼 

  (4) 建設時の負荷低減用鋼材（排出土の発生量を削減するパイプなど） 

(5) 鉄鋼製造時のエネルギー削減用材料（加熱効率を高めるバーナー用材料など）  

 

�有害物質フリー 

(1)クロメートフリー (Cr6+ フリー)、Pb フリー、その他の有害物質フリー 

 

�環境改善 

  (1) 触媒などの環境改善材料   

 

 

 

 

 

3�1�2 鉄鋼業でのエコマテリアルの実例 

以下に鉄鋼業の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実例を引用し、それ

らの特徴を例示する。鉄鋼各社は、相互にかなり類似した製品を生産、供給しているの

で、以下の例がその企業独自の単独商品というわけではなく、他社でも同様の製品を製

造している場合が多い。出来るだけ多くの企業の例を示すように配慮したものである。 

「特徴」などのコメントは、著者の記載である。（企業責任の内容ではない。） 

 

 

 

実例―１  

 

 

 

 

実例―２  

 

 

 

 

 

新日本製鐵 2007 環境・社会報告書より 

特徴 ：  

高張力鋼板・高強度部材は、

自動車の軽量化に大きな役

割を果たして燃費向上に貢

献している。省エネルギーに

有効な「高性能・高機能」型

エコマテリアルの代表例の

一つである。 

JFE 環境報告 2007 より 

特徴 ：  

高耐候性鋼は、橋梁などの大

型社会インフラの腐食減耗

を防ぎ、長寿命化に貢献して

いる。長期間に亘り特別な塗

装や補修の必要も少なく、

「高性能・高機能」型エコマ

テリアルの代表例の一つで

ある。 
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献している。省エネルギーに
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高耐候性鋼は、橋梁などの大

型社会インフラの腐食減耗

を防ぎ、長寿命化に貢献して
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実例―３  

 

 

 

 

 

 

 

実例―４  

 

 

 

 

神戸製鋼グループ環境社会報告書 2007 より 

特徴：上記の「ハイエフヒーポン」は、エネルギー効率を高めた高性能空調設備であり、高効率ファン
や熱交換器に「高性能・高機能」型エコマテリアルを含む代表例の一つとして示した。このような設備
の公開の場合には、ほとんどの企業において、技術内容の公開はなされていない。 

住友金属経営報告書 2007 環境編より 

特徴 ：  

高強度鋼材（この例では熱間

鍛造クラッキングコンロッ

ド）は、自動車の軽量化に大

きな役割を果たして燃費向

上に貢献している。省エネル

ギーに有効な「高性能・高機

能」型エコマテリアルの代表

例の一つである。この例で

は、鉛フリーの有害物質フリ

ー型のエコマテリアルでも

ある。 

実例―5  

 

 
実例―6  

 

 

 

 

実例―7  

 

 

 

大同特殊鋼 CSR 報告書 2007 より 

特徴：上記のロストワックスと呼ばれる精密鋳造技術により作られた部材は、次の製造工程である機械
加工の段階で、大幅な作業工程の省略が可能となり、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。

2007 CSR 報告書 日立金属グループより 
特徴：上記の高性能ロールは、このロールが使用される鉄鋼生産工程において、圧延効率の大幅な向上
をはかるもので、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。 

日新製鋼 環境報告書 2007 より 

特徴 ：  

高耐食性溶融めっき鋼板「ZAM」は、屋

外の公共施設や屋外部品に適する長寿命

のめっき鋼板で「高性能・高機能」型エコ

マテリアルの代表例の一つである。 
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上に貢献している。省エネル

ギーに有効な「高性能・高機

能」型エコマテリアルの代表

例の一つである。この例で
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加工の段階で、大幅な作業工程の省略が可能となり、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。

2007 CSR 報告書 日立金属グループより 
特徴：上記の高性能ロールは、このロールが使用される鉄鋼生産工程において、圧延効率の大幅な向上
をはかるもので、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。 

日新製鋼 環境報告書 2007 より 

特徴 ：  

高耐食性溶融めっき鋼板「ZAM」は、屋

外の公共施設や屋外部品に適する長寿命

のめっき鋼板で「高性能・高機能」型エコ

マテリアルの代表例の一つである。 
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実例―8  

 

 

 

 

 

実例―9  

 

 

 

 

新日本製鐵 2007 環境・社会報告書より 

特徴 ：  

高効率無方向性電磁鋼板は、モーターの効

率向上などに大きな役割を果たしている。

ハイブリッド自動車をはじめあらゆる部

門でモーターの省エネルギーに有効な「高

性能・高機能」型エコマテリアルの代表例

の一つである。 

JFE 環境報告 2007 より 

特徴 ：  

高機能電縫鋼管「HISTRY 鋼

管」は、自動車の軽量化に貢献

し、燃費向上による省エネルギ

ーに有効な「高性能・高機能」

型エコマテリアルの代表例の

一つである。 

実例―10 エコマテリアルを有するエコプロダクツの例 

 

 

 

 

 

実例―11  

 

 

 

神戸製鋼グループ環境社会報告書 2007 より 

特徴 ：  

エコマテリアルの具体的な説明は

示されていないが、燃費を向上させ

るエンジン内部の高性能材料（省エ

ネルギーに有効に貢献している「高

性能・高機能」型エコマテリアル）

や排ガス浄化のための吸収剤や触

媒など（「環境改善」型のエコマテ

リアル）があると考える。 

特徴 ：  

自動車の駆動系ユニットの小型・軽

量化を図るため、デフ・トランスミ

ッション用歯車の高強度化が重要

で、左記の「スミアロイ」は耐衝撃

強度を従来品より 30％向上させた

高衝撃強度歯車用鋼であり、自動車

の燃費を向上させる「高性能・高機

能」型エコマテリアルである。 

住友金属経営報告書 2007 環境編 
より 
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実例―8  

 

 

 

 

 

実例―9  

 

 

 

 

新日本製鐵 2007 環境・社会報告書より 
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より 
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実例―12  

 

 

 

 

実例―13  

 

 

 

実例―14  

 

大同特殊鋼 CSR 報告書 2007 より 

特徴：上記のエンジン部品用快削チタン合金は、自動車エンジンの軽量化に有効で、燃費の向上に貢献
する「高性能・高機能」型エコマテリアルである。 

2007 CSR 報告書 日立金属グループより

特徴 ：  

ハイブリッド・電気自動車の駆動用モ

ーターや家電製品のモーター用の高

性能磁石であり、自動車の燃費を向上

させ、また家庭での省電力に貢献する

「高性能・高機能」型エコマテリアル

である。 

新日本製鐵 2007 環境・社会報告書より

特徴 ：  

自動車のクランクシャフト用鉛フリ

ー快削鋼棒鋼で、自動車の有害物質フ

リーに貢献し、自動車のリサイクルで

の負荷も減少させている。「有害物質

フリー」型エコマテリアルである。 

実例―15  

 

 

実例―16  

 
 

実例―17 

 

 

 

 

JFE 環境報告 2007 より 

特徴 ：  

駆動用モーター鉄心に使用される高効率無

方向性電磁鋼板で自動車の燃費向上や小型

軽量化に貢献している。自動車の省エネルギ

ーに貢献する「高効率･高機能」型エコマテ

リアルである。 

住友金属経営報告書 2007 環境編 
より 

特徴 ：  

硫化水素を含む環境で耐えうる油井

管で、高性能で深い井戸を掘り天然ガ

スの開発に貢献する「高効率･高機能」

型エコマテリアルである。 

日新製鋼 環境報告書 2007 より 

特徴：一般にステンレス鋼板の加工組み立て工事では、成形加工時の疵発生を防ぐために保護フイルム
を貼ることが通常行われているが、この場合には最終的にこのフイルムを剥離することが必要で作業負
荷と廃棄物の発生などの負担が大きい。上記の保護フイルムレスステンレス鋼板「U コート」は、鋼板
表面に特殊なクリア樹脂を塗装することにより、保護フイルムを不要とした「エコ製造プロセス」型エ
コマテリアルである。 
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JFE 環境報告 2007 より 
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コマテリアルである。 
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実例―18 

 

 

 

実例―19 

 

 

実例―20 

 

2007 CSR 報告書 日立金属グループより

特徴 ：  

金属加工において、高能率

のドライ加工が可能なエ

ンドミルで、金属製品製造

工程の負荷低減に貢献す

る。材料は「エコ製造プロ

セス」型エコマテリアルで

ある。 

新日本製鐵 2007 環境・社会報告書より

特徴 ：  

建屋屋外の外壁などの美観と長寿命を得る

高耐食性メッキ鋼板「スーパーダイマ」は、

「高効率･高機能」型エコマテリアルである。

JFE 環境報告 2007 より 特徴 ：  

980MPa 級ハイテン鋼板や

「SFG ハイテン」は、自動

車の軽量化に貢献する「高

効率･高機能」型エコマテ

リアルである。 

実例―21 

 

 

 

実例―22  有害物質フリー型エコマテリアルの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住友金属経営報告書

2007 環境編より 

特徴 ：  

1000MPa 以上の高強度を持つ、衝突緩衝部材のような

複雑な車体構造部材を作るために、高温での成形と焼

き入れにより製造する材料である。自動車の軽量化に

貢献する「高性能･高機能」型エコマテリアルである。

2007 CSR 報告書 日立金属グループより 

特徴： 電気・電子部品などの有害物質フリー型エコマテリアルの中で最も重要視されている鉛フリー
はんだの素材供給の一つである。鉛フリーであると同時に品質が優れ、製造技術の観点からも特性が高
い水準であると推定する。 
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��2 自動車と��業界 

��2�� 日本の自動車��業界のエコマテリアルの� 

図７に、日本自動車産業における６種の環境カテゴリーごとおよび全分野合計での

一社当たりのエコマテリアル数とその年次ごとの変化を示す。自動車業界では、高性

能・高機能型エコマテリアルに最も重点を置いており、年々の自動車燃費改善と更なる

大幅改善のためのハイブリッド車や電気自動車の開発など省エネルギー問題に貢献し

ている。 

環境改善、有害物質フリー、資源枯渇回避やリサイクル材の使用による発生廃棄物削減

および製造プロセスでの環境問題考慮もなされている。リサイクル性を最優先事項とし

て考慮したプラスチックとしてオレフィン系樹脂などの特定の樹脂に使用を制限する

動きも見られる。 

エコマテリアル数は、2005 年度までは年々数的に増加している。2006 年度は、約３０

社で約８００個のエコマテリアルが見られ、 2005 年度と総数は変わらない。2007 年度

には、内容の整理・統合が行われ、また環境報告書から CSR 報告書に変わってからの記

載数の減少もあり、エコマテリアル記載数は、かなり減少している。しかし記載状況か

ら見て、エコマテリアルが減少したわけではなく、量的拡大は続いていると見られる。

環境６分類でのエコマテリアル数の相互の比率は年々少しづつ変化している。これは、

企業の重点注力事項が経済環境や新型車両開発などで変化するためと推定される。  

 

図 ７    日本の自動車��業界のエコマテリアル��００���００７� 

 

環境６分類に従って、各々の特徴的なエコマテリアルの例を以下に列記する。これらは、

代表的な例ではあるが、まだ各種の多くのエコマテリアルが見られ、以下に例は極く一

部である。さらに、環境報告書等に図示されている例を後述する。 

・高性能・高�能 

 (1) 燃費向上のための車体軽量化材料 

 (2) 高性能エンジン用材料、動力伝達効率向上のためのトランスミッション等の材料   

 (3) ハイブリッド車、燃料電池車など、新規開発車のための各種高性能材料 

・����回� 

 (1) 繰り返し使用のためのリターナブル包装容器の材料  

 (2) シュレッダーダストから回収されたウレタンなどの残存樹脂から再生された樹脂  

 (3) 熱可塑性樹脂などのリサイクルされた材料 

・エコ製造���ス 

 (1) コジェネレーション、省エネバーナー、高性能熱交換設備など、自動車製造時の   

負荷低減に有効な設備とその材料  

 (2) ドライカット用材料     

 (3) 高成形性鋼板など（の利用）   

・有害物質フリー （�ラフ��）   

 (1) 水性塗料 （VOC 排出低減）    

 (2) Pb フリー材料  

 (3) その他の各種有害物質フリー材料  

・リサイクル考慮  

 (1) オレフィン樹脂  

 (2) 一般的に、リサイクル考慮を特記したエコマテリアルは少ないが、易解体設計や  

有害物質フリーの強化などを通して、総合的にリサイクルを考慮していると見られる。 

・環境改善 

 (1) 排気ガス浄化のための上流および下流での吸着用触媒などの環境改善材料   

 (2) エンジンでの燃焼条件向上のための技術と各種材料 

 

3�2�2 自動車産業でのエコマテリアルの実例 

以下に自動車産業の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実例を引

用し、それらの特徴を例示する。自動車各社は、乗用車やトラック、軽自動車など取り

扱う商品が企業により異なる場合があるが、同様な車種を製造している企業の間では相

互にかなり類似した製品を生産、供給しているので、以下の例がその企業独自の単独商

品というわけではなく、他社でも同様の製品を製造している場合が多い。出来るだけ多

くの企業の例を示すように配慮したものである。（「特徴」などのコメントは、著者の記

載） 
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くの企業の例を示すように配慮したものである。（「特徴」などのコメントは、著者の記
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実例―１ 液晶ディスプレイ付きメーター（水銀フリー） 

 

 

 
 
図８に、自動車業界における有害物質フリー型エコマテリアルの種類とその 2001 年度

から 2006 年度までの数的変化を示す。最も多いのは、①VOC(有機溶剤)低減型と②鉛

フリー型である。 

 

図 ８  日本の自動車関�業界の有害物質フリー型エコマテリアル  
 
 

DENSO CSR REPORT 2007 より

特徴 ：  
有害物質フリー型エコマテリアル

は、自動車業界での大きな課題の一

つであるが、トヨタ自動車、日産や

本田技研などのカーメーカーは、組

み立て産業であるためか、基本方針

を部品・部材メーカーに示して納入

品を検査する形で進めている。個別

の部品に関する有害物質フリー型エ

コマテリアルの具体的な例は、自動

車部品メーカーの環境報告書の中に

見られる。左記にその一例を示す。 

なお、塗装工程における VOC 削減の

例は、カーメーカーにも部品製造メ

ーカーにも見出すことが出来る。 

 

実例―２ 

   ハイブリッド自動車 

 

 

 

 

 

 

実例―３ 

 

 

 

 
 

トヨタ自動車 Sustainability Report 2007 より 

特徴 ：  
低燃費でクリーンな排気ガスを実現

した高性能ハイブリッド車である。本

調査報告では、このようなエコプロダ

クツの場合のエコマテリアルのカウ

ント方法は、報告書中の記載内容に従

い、①高性能・高機能型エコマテリア

ルとして、低燃費を実現しているハイ

ブリッドシステム THSⅡ用の材料を

カウントし、さらに②環境改善型エコ

マテリアルとして、排出ガス再利用排

気熱再循環システム用の材料をカウ

ントしている。 

日産自動車 Sustainability Report 2006 より 

特徴 ：  
自動車の動力伝達効率を極め

て高い水準に保つための高性

能 CVT である。本調査報告で

は、このようなエコプロダクツ

の場合のエコマテリアルのカ

ウント方法は、報告書中の記載

内容に従い、①高性能・高機能

型エコマテリアルとして、CVT
の高性能を実現している材料

をカウントしている。 
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した高性能ハイブリッド車である。本
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ント方法は、報告書中の記載内容に従

い、①高性能・高機能型エコマテリア

ルとして、低燃費を実現しているハイ

ブリッドシステム THSⅡ用の材料を

カウントし、さらに②環境改善型エコ

マテリアルとして、排出ガス再利用排

気熱再循環システム用の材料をカウ

ントしている。 

日産自動車 Sustainability Report 2006 より 

特徴 ：  
自動車の動力伝達効率を極め

て高い水準に保つための高性

能 CVT である。本調査報告で

は、このようなエコプロダクツ

の場合のエコマテリアルのカ

ウント方法は、報告書中の記載

内容に従い、①高性能・高機能

型エコマテリアルとして、CVT
の高性能を実現している材料

をカウントしている。 
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実例―４ 

 
 
実例―５ 

 ディーゼル自動車の排気ガス浄化 

 

特徴 ：  
自動車の軽量化に役立つ高張

力／超高張力鋼板の例である。

本調査報告では、このようなエ

コプロダクツの場合のエコマ

テリアルのカウント方法は、報

告書中の記載内容に従い、①高

性能・高機能型エコマテリアル

として、高張力／超高張力鋼板

をカウントしている。設計や配

置の最適化による軽量化など

は、エコマテリアルとしては数

えない 

マツダ 社会・環境報告書 2007 より 

いすず自動車 環境･社会報告書 2006 より 

特徴 ：  
ディーゼル自動車の排気ガス

浄化に役立つ環境改善型エコ

マテリアルの例である。本調査

報告では、このようなエコプロ

ダクツの場合のエコマテリア

ルのカウント方法は、報告書中

の記載内容に従い、①電子式コ

モンレールシステム用材料、②

DPD 用材料、③PM キャタコ

ンバータ用材料（金属触媒）を

カウントしている。一般に、企

業のこのような優れた製品は、

技術や材料の詳細は公開され

ないため、調査担当者の推定に

基づきエコマテリアルを選定

している。 

実例―6  高性能エンジンとエコマテリアル 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

実例―7   

 

Honda 環境年次レポート 2007 より 

ダイハツグループ環境報告書 2006より

特徴 ：  
自動車の高性能エンジンには、多くの優れた材料が使われているが、通常企業によるそれらの詳細な説

明はなされていない。ここでは上記の特徴の説明内容に従い、①高性能・高機能型エコマテリアルとし

て、バルブのリフト量と開度を連続可変制御を可能にする材料、をカウントし、②環境改善型エコマテ

リアルとして、内容は不明であるが、排出ガスのクリーン性能の達成に貢献した触媒材料をカウントす

る。設計や配置の適正化による技術の部分は、エコマテリアルとしてはカウントしないが、材料と設計

などを組み合わせた総合的技術が重要と考える。 

特徴 ：  
自動車の排出ガスのクリ

ーン性能の達成に貢献す

る触媒材料を自己再生が

可能なものとして、貴金属

の使用量を大幅に低減し

ている。このような優れた

材料は、もちろん環境改善

型エコマテリアルではあ

るが、この材料が貴重・高

価でさらに資源枯渇問題

が極めて重要である点を

考慮すると、資源枯渇回避

型エコマテリアルに分類

することが妥当とも考え

る。 
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実例―４ 

 
 
実例―５ 
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力／超高張力鋼板の例である。

本調査報告では、このようなエ

コプロダクツの場合のエコマ

テリアルのカウント方法は、報

告書中の記載内容に従い、①高

性能・高機能型エコマテリアル

として、高張力／超高張力鋼板

をカウントしている。設計や配

置の最適化による軽量化など

は、エコマテリアルとしては数

えない 

マツダ 社会・環境報告書 2007 より 

いすず自動車 環境･社会報告書 2006 より 

特徴 ：  
ディーゼル自動車の排気ガス

浄化に役立つ環境改善型エコ

マテリアルの例である。本調査

報告では、このようなエコプロ

ダクツの場合のエコマテリア

ルのカウント方法は、報告書中

の記載内容に従い、①電子式コ

モンレールシステム用材料、②

DPD 用材料、③PM キャタコ

ンバータ用材料（金属触媒）を

カウントしている。一般に、企

業のこのような優れた製品は、

技術や材料の詳細は公開され

ないため、調査担当者の推定に

基づきエコマテリアルを選定

している。 

実例―6  高性能エンジンとエコマテリアル 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

実例―7   

 

Honda 環境年次レポート 2007 より 

ダイハツグループ環境報告書 2006より

特徴 ：  
自動車の高性能エンジンには、多くの優れた材料が使われているが、通常企業によるそれらの詳細な説

明はなされていない。ここでは上記の特徴の説明内容に従い、①高性能・高機能型エコマテリアルとし

て、バルブのリフト量と開度を連続可変制御を可能にする材料、をカウントし、②環境改善型エコマテ

リアルとして、内容は不明であるが、排出ガスのクリーン性能の達成に貢献した触媒材料をカウントす

る。設計や配置の適正化による技術の部分は、エコマテリアルとしてはカウントしないが、材料と設計

などを組み合わせた総合的技術が重要と考える。 

特徴 ：  
自動車の排出ガスのクリ

ーン性能の達成に貢献す

る触媒材料を自己再生が

可能なものとして、貴金属

の使用量を大幅に低減し

ている。このような優れた

材料は、もちろん環境改善

型エコマテリアルではあ

るが、この材料が貴重・高

価でさらに資源枯渇問題

が極めて重要である点を

考慮すると、資源枯渇回避

型エコマテリアルに分類

することが妥当とも考え

る。 
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実例―8  

 

 

 
 
 
 

実例―9  

 

 
 

DENSO CSR Report 2007 より 

特徴 ：  
デンソーのハイブリッド自動車用の PCU (Power Control Unit)で、素子の小型化と世界初の両面冷却

積層構造により熱抵抗を大幅に低減し、単位面積当たりの出力密度を約６０％向上させたユニットであ

る。材料の詳しい説明は記載されていないが、「高性能・高機能」型エコマテリアルが含まれていると

推定する。 

2007 社会・環境報告書 JTECT より 

特徴 ：  
自動車の CVT 用高効率チェーンであり、CVT の能力を高め燃費性能を向上させる。素子材料の詳しい

説明は記載されていないが、「高性能・高機能」型エコマテリアルである。 

実例―10  

 
 
 
 
 
実例―11  

 

環境報告書 2007 カルソニックカンセイより 

特徴 ：  
ディーゼル自動車の排ガスを浄化する尿素 SCR 触媒システムで、触媒とタンク材料を、「環境改善」型

エコマテリアルと数えている。 

KYB グループ(カヤバ工業)環境･社会報告書 2007

より 

特徴 ：  
高性能パワーステアリング用ポンプで、乗用車向けベ

ーンポンプ並みの大きさで、高圧・大容量・高回転か

つ低騒音・低脈動を実現した省エネルギー機器です。

最適形状を達成したアルミケーシング材料を「高性

能・高機能」型エコマテリアルと数えている。 
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実例―8  

 

 

 
 
 
 

実例―9  

 

 
 

DENSO CSR Report 2007 より 

特徴 ：  
デンソーのハイブリッド自動車用の PCU (Power Control Unit)で、素子の小型化と世界初の両面冷却

積層構造により熱抵抗を大幅に低減し、単位面積当たりの出力密度を約６０％向上させたユニットであ

る。材料の詳しい説明は記載されていないが、「高性能・高機能」型エコマテリアルが含まれていると

推定する。 

2007 社会・環境報告書 JTECT より 

特徴 ：  
自動車の CVT 用高効率チェーンであり、CVT の能力を高め燃費性能を向上させる。素子材料の詳しい

説明は記載されていないが、「高性能・高機能」型エコマテリアルである。 

実例―10  

 
 
 
 
 
実例―11  

 

環境報告書 2007 カルソニックカンセイより 

特徴 ：  
ディーゼル自動車の排ガスを浄化する尿素 SCR 触媒システムで、触媒とタンク材料を、「環境改善」型

エコマテリアルと数えている。 

KYB グループ(カヤバ工業)環境･社会報告書 2007

より 

特徴 ：  
高性能パワーステアリング用ポンプで、乗用車向けベ

ーンポンプ並みの大きさで、高圧・大容量・高回転か

つ低騒音・低脈動を実現した省エネルギー機器です。

最適形状を達成したアルミケーシング材料を「高性

能・高機能」型エコマテリアルと数えている。 
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実例―12  

 

 
 
 
実例―13  

 

 
 
 
 
 

環境･社会報告書 2007

曙ブレーキ工業 より 

特徴 ：  
自動車業界でも、有害物質

フリーへの取り組みは強

力に進められている。ここ

では、鉛フリー材料とアン

チモンフリー材料が示さ

れている。「有害物質フリ

ー」型エコマテリアルであ

る。 

特徴 ：  
ここでは、電子部品用の鉛フリーはんだや鉛削減のかしめ固定工法での LED 固定例が示され

ている。「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

小糸製作所 環境報告書 2007 より 

実例―14 

 

 
 
 
 

 

実例―15 

 
 

特徴 ：  
ここでは、電子部品用の鉛フリーはんだや特殊なはんだ付け工法またはんだレス接合の例が示されて

いる。「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

東海理化 環境・社会報告書 2007 より 

トヨタ自動車 Sustainability Report 2006 より 

特徴 ：  
リサイクルに配慮した材

料が示されている。廃車の

段階で、リサイクルが容易

なプラスチック材料であ

り、「リサイクル考慮」型

エコマテリアルである。 
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実例―12  

 

 
 
 
実例―13  

 

 
 
 
 
 

環境･社会報告書 2007

曙ブレーキ工業 より 

特徴 ：  
自動車業界でも、有害物質

フリーへの取り組みは強

力に進められている。ここ

では、鉛フリー材料とアン

チモンフリー材料が示さ

れている。「有害物質フリ

ー」型エコマテリアルであ

る。 

特徴 ：  
ここでは、電子部品用の鉛フリーはんだや鉛削減のかしめ固定工法での LED 固定例が示され

ている。「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

小糸製作所 環境報告書 2007 より 

実例―14 

 

 
 
 
 

 

実例―15 

 
 

特徴 ：  
ここでは、電子部品用の鉛フリーはんだや特殊なはんだ付け工法またはんだレス接合の例が示されて

いる。「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

東海理化 環境・社会報告書 2007 より 

トヨタ自動車 Sustainability Report 2006 より 

特徴 ：  
リサイクルに配慮した材

料が示されている。廃車の

段階で、リサイクルが容易

なプラスチック材料であ

り、「リサイクル考慮」型

エコマテリアルである。 
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実例―16    

 
 
 
 
 
 

 

実例―17    

 
 
 
 

スズキ環境・環境社会レポート 2007 より 
特徴 ：  
リサイクルし易い樹脂材料の使用箇所が示されている。廃車の段階でリサイクルが容易なプラスチック

材料であり、「リサイクル考慮」型エコマテリアルである。 

サステナビリティレポート 2006 日産自動車より 

特徴 ：  
リサイクルし易い樹脂材料の部品が示されている。廃車の段階でリサイクル・再生利用やリユースが容

易なプラスチック材料であり、「リサイクル考慮」型エコマテリアルである。 

3.3 電力業界 
3.3.1 日本の電力業界のエコマテリアルの例 

図９に、日本の電力業界における６種の環境カテゴリーごとおよび全分野合計での一社

当たりのエコマテリアル数とその年次ごとの変化を示す。電力業界では、高性能・高機

能型エコマテリアルと資源枯渇回避型エコマテリアルが特に多く、他の環境カテゴリー

の材料は少ない。 

数は少ないが、環境改善型エコマテリアルは、火力発電での燃焼排ガス中からの有害物

質を吸着し、それらの排出を低減する吸着剤や触媒などであり、極めて重要なものであ

る。排水処理での環境改善型材料も重要である。 

有害物質フリー型材料としては、電線の被覆材や RoHS 対応電力計や部品などでの鉛フ

リーなど、SF6 ガスレス遮断器、絶縁油の制限や環境配慮塗料の採用などである。エコ

製造プロセス型材料としては、事務所や研究所での消費電力削減のための高機能空調設

備と材料や電柱の耐震補強用材料などである。 

 

図 ９   日本の電力業界のエコマテリアル����������� 
 

環境６分類に従って、各々の特徴的なエコマテリアルの例を以下に列記する。これ

らは、代表的な例ではあるが、まだ各種の多くのエコマテリアルが見られ、以下の例は

極く一部である。さらに、環境報告書等に図示されている例を後述する。 

 

・高性能・高機能 

 高���機器：近年は、高���機器の普及が�しく、これに��するエコマテリアルが普及している。

以下のような機器が見られる。 
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実例―16    

 
 
 
 
 
 

 

実例―17    

 
 
 
 

スズキ環境・環境社会レポート 2007 より 
特徴 ：  
リサイクルし易い樹脂材料の使用箇所が示されている。廃車の段階でリサイクルが容易なプラスチック

材料であり、「リサイクル考慮」型エコマテリアルである。 

サステナビリティレポート 2006 日産自動車より 

特徴 ：  
リサイクルし易い樹脂材料の部品が示されている。廃車の段階でリサイクル・再生利用やリユースが容

易なプラスチック材料であり、「リサイクル考慮」型エコマテリアルである。 

3.3 電力業界 
3.3.1 日本の電力業界のエコマテリアルの例 

図９に、日本の電力業界における６種の環境カテゴリーごとおよび全分野合計での一社

当たりのエコマテリアル数とその年次ごとの変化を示す。電力業界では、高性能・高機

能型エコマテリアルと資源枯渇回避型エコマテリアルが特に多く、他の環境カテゴリー

の材料は少ない。 

数は少ないが、環境改善型エコマテリアルは、火力発電での燃焼排ガス中からの有害物

質を吸着し、それらの排出を低減する吸着剤や触媒などであり、極めて重要なものであ

る。排水処理での環境改善型材料も重要である。 

有害物質フリー型材料としては、電線の被覆材や RoHS 対応電力計や部品などでの鉛フ

リーなど、SF6 ガスレス遮断器、絶縁油の制限や環境配慮塗料の採用などである。エコ

製造プロセス型材料としては、事務所や研究所での消費電力削減のための高機能空調設

備と材料や電柱の耐震補強用材料などである。 

 

図 ９   日本の電力業界のエコマテリアル����������� 
 

環境６分類に従って、各々の特徴的なエコマテリアルの例を以下に列記する。これ

らは、代表的な例ではあるが、まだ各種の多くのエコマテリアルが見られ、以下の例は

極く一部である。さらに、環境報告書等に図示されている例を後述する。 

 

・高性能・高機能 

 高���機器：近年は、高���機器の普及が�しく、これに��するエコマテリアルが普及している。

以下のような機器が見られる。 
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 (1) 水使用量削減のための各種機器と材料 

 (2)“エコアイス”、CFC(R410AA)代替を使用し、氷を利用した蓄熱により熱効率を大幅に高めた空調設備

と材料 

 (3)“エコキュート”、 CO2 をクーラントとして用いたヒートポンプを利用した高性能電気給湯器 

 (4) その他のヒートポンプ技術を適用した各種の高効率機器と材料  

 高効率発電設備とその材料 ： コンバインドサイクル発電や MA(More Advanced)コンバインドサイ

クル発電などの高効率発電設備とその材料、設備投資の機会に逐次、普及している。 

 送�電損�率低減と材料：高電圧送電（損電ロス低減）、高効率変電など 

 

・資�����・・・・・�い電柱や電�などの�利用が��（廃棄物発�を�ける��） 

 路盤材やセメント原料などのリサイクル材料：スクラップコンクリート電柱や石炭灰などを原料とした

もの。これらは、この産業の廃棄物排出量削減に大きく貢献している。 

 

・環境改善 

   排煙脱硫などの環境改善に使用される��などの環境改善材料   

 

・��物��リー 

   環境���料の�用や、電力�などでの RoHS ��など��物��リー材料   

 

・エコ��プロセス 

   工場でのヒートポンプの導入や氷蓄熱式空調システムの導入など（数は少ない） 

 

 
 
3.3.2 電力業界でのエコマテリアルの実例 

以下に電力業界の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実例を引用

し、それらの特徴を例示する。電力各社は、地域別に編成されており、事業内容は極め

て類似しているため、各社のエコマテリアルは差異が少ない。地域の事情と規模の差に

よって、重点の置かれかたが異なっているだけとも言える。寒冷地か温暖な地域か、水

力発電・火力発電・原子力発電などの規模や比率の違い、需要家が個人で多数であるか、

産業界への供給が多いか、などが、企業の状況の違いとエコマテリアルの特徴の差異が

現れる理由であろう。以下は一部の企業に偏った例示となったが、各社に大差は無い。 

 

 

 

 

実例―1  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 

 

 

 

 

 

 

実例―2  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 

 
 
 
 
 
 

特徴 ：  

世界最高水準の熱効率の 1500℃級

コンバインドサイクル発電装置（Ｍ

ACC）は、火力発電の熱効率を大

幅に高める大きな役割を果たして

いる。企業はこれらの中で省エネル

ギーに有効に貢献している「高性

能・高機能」型エコマテリアルの具

体的な説明は示していないが、耐熱

性で強度の優れた鋼材等が代表例

の一つであると考え、数えている。
東京電力サステナビリティレポート 2007 より

特徴 ：  

ヒートポンプとそれを活用した高

性能機器類は、電力を消費する家庭

での熱効率を大幅に高め、消費電力

削減に大きな役割を果たしている。

企業はこれらの中で省エネルギー

に有効に貢献している「高性能・高

機能」型エコマテリアルの具体的な

説明は示していないが、熱交換特性

に優れた材料等が代表例であると

考え、推定して数えている。 東京電力サステナビリティレポート 2007 より
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 (1) 水使用量削減のための各種機器と材料 

 (2)“エコアイス”、CFC(R410AA)代替を使用し、氷を利用した蓄熱により熱効率を大幅に高めた空調設備

と材料 

 (3)“エコキュート”、 CO2 をクーラントとして用いたヒートポンプを利用した高性能電気給湯器 

 (4) その他のヒートポンプ技術を適用した各種の高効率機器と材料  

 高効率発電設備とその材料 ： コンバインドサイクル発電や MA(More Advanced)コンバインドサイ

クル発電などの高効率発電設備とその材料、設備投資の機会に逐次、普及している。 

 送�電損�率低減と材料：高電圧送電（損電ロス低減）、高効率変電など 

 

・資�����・・・・・�い電柱や電�などの�利用が��（廃棄物発�を�ける��） 

 路盤材やセメント原料などのリサイクル材料：スクラップコンクリート電柱や石炭灰などを原料とした

もの。これらは、この産業の廃棄物排出量削減に大きく貢献している。 

 

・環境改善 

   排煙脱硫などの環境改善に使用される��などの環境改善材料   

 

・��物��リー 

   環境���料の�用や、電力�などでの RoHS ��など��物��リー材料   

 

・エコ��プロセス 

   工場でのヒートポンプの導入や氷蓄熱式空調システムの導入など（数は少ない） 

 

 
 
3.3.2 電力業界でのエコマテリアルの実例 

以下に電力業界の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実例を引用

し、それらの特徴を例示する。電力各社は、地域別に編成されており、事業内容は極め

て類似しているため、各社のエコマテリアルは差異が少ない。地域の事情と規模の差に

よって、重点の置かれかたが異なっているだけとも言える。寒冷地か温暖な地域か、水

力発電・火力発電・原子力発電などの規模や比率の違い、需要家が個人で多数であるか、

産業界への供給が多いか、などが、企業の状況の違いとエコマテリアルの特徴の差異が

現れる理由であろう。以下は一部の企業に偏った例示となったが、各社に大差は無い。 

 

 

 

 

実例―1  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 

 

 

 

 

 

 

実例―2  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 

 
 
 
 
 
 

特徴 ：  

世界最高水準の熱効率の 1500℃級

コンバインドサイクル発電装置（Ｍ

ACC）は、火力発電の熱効率を大

幅に高める大きな役割を果たして

いる。企業はこれらの中で省エネル

ギーに有効に貢献している「高性

能・高機能」型エコマテリアルの具

体的な説明は示していないが、耐熱

性で強度の優れた鋼材等が代表例

の一つであると考え、数えている。
東京電力サステナビリティレポート 2007 より

特徴 ：  

ヒートポンプとそれを活用した高

性能機器類は、電力を消費する家庭

での熱効率を大幅に高め、消費電力

削減に大きな役割を果たしている。

企業はこれらの中で省エネルギー

に有効に貢献している「高性能・高

機能」型エコマテリアルの具体的な

説明は示していないが、熱交換特性

に優れた材料等が代表例であると

考え、推定して数えている。 東京電力サステナビリティレポート 2007 より
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実例―3  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 
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特徴 ：  

ここでは、業務用店舗でのヒートポンプとそれを活用した高性能機器類が示されている。電力を消費す

る際の熱効率を大幅に高め、消費電力削減に大きな役割を果たしている。企業はこれらの中で省エネル

ギーに有効に貢献している「高性能・高機能」型エコマテリアルの具体的な説明は示していないが、熱
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特徴 ：  

火力発電で発生する燃焼後の石炭

灰は、廃棄すれば膨大な量となるた

め、リサイクル利用が重要である。

この人工ゼオライトは、吸着や排水

浄化などに活用できるすぐれた材

料で、廃棄物量の削減に有効に貢献

しているが、「資源枯渇回避」型エ

コマテリアルと分類して数えてい

る。電力業界の「資源枯渇回避」型

エコマテリアルは、廃棄物量削減の

ための材料が大部分である。 

実例―5  電力業界の「資源枯渇回避」型エコマテリアル 

 
 

 
 

特徴 ：  

火力発電で発生する燃焼後の

石炭灰を初めとして、電力業界

では、廃棄物として膨大な量の

左記のような物質が発生する。

これらを埋立処分すれば膨大

な量となるため、リサイクル利

用が重要である。これまでの電

力業界での努力の結果、大部分

のこれらの物質はリサイクル

利用が進められ、埋立処分量は

過去１５年間で大幅に減少し

ている。これらのリサイクル材

料は、ここでは「資源枯渇回避」

型エコマテリアルと分類して

数えている。電力業界の「資源

枯渇回避」型エコマテリアル

は、廃棄物量削減のための材料

が大部分である。 

東京電力サステナビリティレポート 2006 より

東京電力サステナビリティレポート 2006 より
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実例―6  電力業界の「環境改善」型エコマテリアル 

 
 
 
 
 
 

 
 

特徴 ：  

ここでは、石炭火力発電における環境保全のための、「環境改善」型エコマテリアルを活用した浄化機

器・装置類が示されている。電力業界の各企業はこのような有害物除去を主体とした排出物浄化設備に

より環境に対する汚染を防止しており、世界的に見ても優れた水準を維持している。 

中部電力 CSR 報告書 2006 より 

東京電力サステナビリティレポート 2006 より

特徴 ：  

電力各社の燃焼排ガスや排水な

どの排出物中の有害物質削減の

努力により、左図に見られるよう

に、近年の３０年間で有害排出物

量は大幅に減少している。これら

の削減に関しては、吸着剤や触媒

などの環境浄化材料や化学反応

型処理剤などの「環境改善」型エ

コマテリアルの貢献が著しい。 

実例―7  電力業界のエコプロダクツと「高性能・高機能」型エコマテリアル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特徴 ：  

ここでは、電力の消費段階での省エネルギーのための、「高性能・高機能」型エコマテリアルを活用

した省エネ装置・機器類が示されている。電力業界の各企業はこのような省エネルギー型設備の普及

により、産業界全体での電力消費の削減に努めており、より一層効率的な電力の利用を目指している。

東京電力サステナビリティレポート 2006 より
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3.4 電気・電子・精密機器業界 
3.4.1 日本の電気・電子・精密機器業界のエコマテリアルの例 

この業界では、高性能・高機能型エコマテリアルが最も多く、高性能の電子電気製

品を市販している。次に有害物質フリー型エコマテリアルが多く、特に欧州での RoHS

規制対応材料が近年に増加して、さらに J-Moss や中国版 RoHS 規制などに対応する努力

が続けられている。図 10 に、日本の電気・電子・半導体、精密機器業界における６種

の環境カテゴリーごとおよび全分野合計での一社当たりのエコマテリアル数とその年

次ごとの変化を示す。資源枯渇回避型とエコ製造プロセス型のエコマテリアルは、2001

年度からが 2006 年度まで年々その数を増し、企業におけるこれらの重要性の認識が強

くなっている事が認められる。他の２種類の環境カテゴリーの材料は少ないが、リサイ

クル考慮と環境改善に関して、企業が重要性を認識している状況は認められる。 

環境６分類に従って、各々の特徴的なエコマテリアルの例を以下に列記する。これ

らは、代表的な例ではあるが、まだ各種の多くのエコマテリアルが見られ、以下の例は

極く一部である。さらに、環境報告書等に図示されている例を後述する。 

 

・高性能・高機能・・・材料としては、以下の特徴を有するが、製品は、�年、�製品の��が多数であ

る。 

 (1) 高性能材料（プラズマテレビ向けなど）      

 (2) 冷蔵庫の省エネ用高性能真空断熱材料    

 (3) 待機時省エネのために使用する材料 

 (4) フェライト磁石などの高性能磁石と材料（自動車部品のステッパーモーター向けなど） 

・資源枯渇回避・・・・・・・�再生材の使用�、を��する�容が多い。      

 (1) バイオプラスチック類 

 (2) 再生プラスチック類     

 (3) 繰り返し使用のためのリターナブル容器とその材料 

・エコ製造プロセス・・・製造プロセスでの省エネ、��物�減などの�動の報告が増加している。 

 (1) 天然ガスコジェネレーション、インバータ、高効率変換機器など、製造時の省エネや負荷低減用設備          

    と材料 

 (2) 輸送時の効率向上のためのエコ包装容器と材料      

・有害物質フリー      

 (1) Pb フリー材料（鉛フリーはんだなど）        

 (2) RoHS 規制対応材料（禁止６物質フリー）・・・近年、関�各社が強く�識し、数の増加が�しい。 

 (3) その他の各種有害物質フリー材料（クロメートフリー鋼板やハロゲンフリープラスチックなど 

・リサイクル考慮     

 一般的に見て、リサイクル考慮を特記したエコマテリアルは少ないが、易解体設計や有害物質フリーの 

 強化などを通して、総合的にリサイクルを考慮していると見られる。 

 
図 10   ��の電気・電子・半導体、精密機械業界のエコマテリアル 

（���������） 
 
3.4.2 電気・電子・半導体、精密機器（以下、電気・電子関連）業界でのエコマテリアルの

実例 
以下に電気、電子関連業界の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実

例を引用し、それらの特徴を例示する。電気・電子関連業界の各社は、重電や総合家電

メーカー、半導体や電子部品などの材料・部品メーカー、コンピュータや電子機器製造

業、精密機器メーカーなどかなり内容の異なる多種多様な企業がある。製品の用途も、

個人の家庭向け、自動車向け、産業機械向け、など事業内容は互いにかなり異なるため、

各社のエコマテリアルはかなり異なった特徴がある。もちろん、企業の特徴が類似した

総合家電メーカーなどでの相互比較を行えば、互いに類似のエコマテリアルが見られる

場合も多い。 

個別企業の営業分野、規模と業界事情などの差によって、個々の企業での重点の置かれ

方がかなり異なり、各企業間でエコマテリアルの特徴はかなり異なっている。以下は一

部の企業に偏った例示となったが、それぞれ類似の商品を製造販売している各社の間で

は、エコマテリアルの状態に大差は無い。 

図 11 に、この業界で極めて重要で、企業での重要性の認識も強い有害物質フリー型エコマ 
テリアルの種類と数（約４４社の合計、企業数は統合などで年々変化がある）を示す。 
最も総数が増加したのは 2004 年度であるが、その後は、個別に数えられてきた各種の有害 
物質フリー材料が RoHS 規制対応材料として一つにまとめられるなどの、整理・統合がな 
されており、数的減少はあるが量的には、実質的には増加していると見られる。 
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されており、数的減少はあるが量的には、実質的には増加していると見られる。 
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図 11   日�の電�・電�・���、��機���の有害物質フリー型エコマテリアル 
（���������） 

 
 

実例―1  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 
 

 
 
 
 

特徴 ：  

左図の高性能冷蔵庫の

ような大幅にエネルギ

ー消費を低減している

高性能製品は、家庭での

消費電力削減に大きな

役割を果たしている。 
このエコプロダクツの

中には省エネルギーに

有効に貢献している「高

性能・高機能」型エコマ

テリアルとして断熱材

やセンサー材料、「有害

物質フリー」型エコマテ

リアルとして RoHS 対応

材料やノンフロン冷媒、

また「資源枯渇回避」型

エコマテリアルとして

再生プラスチックなど

が、認められる。 
日立グループ CSR 報告書 2007 より

 
実例―2  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

  

 
 
 
 
 

特徴 ：  

エネルギー消費を低減している高性能家電製品類は、

電力を消費する家庭での熱効率を大幅に高め、消費電

力削減に大きな役割を果たしている。松下グループ

（現、パナソニック）は、省エネルギーに有効に貢献

しているエコプロダクツの温室効果ガスの排出量削

減効果を算出して公開している。住宅１軒での 1990
年度の排出量を基準として、2004 年度段階で 34％の

削減効果が算出されている。（下段の欄に追加説明）

特徴 ：  

エネルギー消費を低減している高性能機器類は、電力を消費する家庭での熱効率を大幅に高

め、消費電力削減に大きな役割を果たしている。製品の中のエコマテリアルの具体的な説明は

少ないが、「高性能・高機能」型エコマテリアルとしては、ヒートポンプ用材料、断熱材、共

振インバータ用材料などが見られ、また有害物質フリー材料も認められる。 

松下グループ社会・環境報告書 2005 より 
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実例―3  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 
 
実例―4  高性能エコプロダクツ（エコマテリアルを含む） 

 
 
 

特徴 ：  

エネルギー消費を大幅に低減した高性能自動

販売機である。内装を断熱パネルで構成し、さ

らに真空断熱材を採用、また気流の最適化や冷

凍機の高効率化など、機能設計とそのための材

料との効果的役割分担の結果での成果である。

材料の記載は少ないが、「高性能・高機能」型

エコマテリアルとして、断熱材や冷凍機用の磁

性材料などがあり、ノンフロン冷凍であり、「有

害物質フリー」型エコマテリアルもある。 

特徴 ：  

エネルギー消費を低減するために工場などに導入するインバ

ータである。これらは、企業における消費電力削減に大きな役

割を果たしている。省エネルギーに有効に貢献している「高性

能・高機能」型エコマテリアルに関する具体的な記載はないが、

磁性材料などに特徴があると推定する。さらに、RoHS 対応材

料も含まれているが、具体的記載は無い。 

富士電機グループ環境経営報告書 2005 年 3 月期より 

三菱電機環境報告 (Sustainability report) 2007 より 

実例―5  有害物質フリー型エコマテリアル 

 
 
 
実例―6  リサイクル考慮型エコマテリアル、MD コートタイプの希土類磁石 

  

 

NEC 環境アニュアルレポート 2006 (Web)より 

特徴 ：  

リサイクルを容易とするために表面処理を簡略化した材料で

ある。自動車電動パワーステアリングのモーター用材料である

が、自動車のリサイクル時の環境負荷を低減するために、従来

過度であった耐食性を必要なレベルまで落としバランスを得

ている。エコマテリアルのあるべき姿の好例であると考える。

TDK CSR Report 2007 (ダイジェスト版)より 
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実例―7  エコプロダクツとエコマテリアルの関連に関する検討例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企業の公器性報告書 2007 (Sustainability Report)オムロンより

特徴 ： 

これらの製品について、提示企業からのエコマテリアルに関する具体的説明や記載はないが、体重体組

成計カラダスキャン(HBF-361)は、有害物質フリー型エコマテリアルとして RoHS 対応材料を有してい

る。超薄型信号変換器(K3FP シリーズ)は、使用時の消費電力を削減する容易とするために有用な高性

能・高機能型エコマテリアルを有していると推定する。プログラマブルコントローラ

(CJ1G-CPU45P-GTC)は、小型化するために、例えば高性能電磁鋼のような高機能・高性能型エコマテ

リアルを含んでいると推定する。 

コメント ： エコマテリアルに関する検討�題―� 

相当に多くの企業で、エコプロダクツを公開する際に、その中に含まれるエコマテリアルとその意味を

説明しない場合が多い。この理由は、企業の機密保持の観点からいたし方がない部分があるが、可能な

限り、技術内容の詳細は避けてでも、材料の持つ環境面での特徴と意味を開示することを検討すること

が望ましいと考える。このような開示は、企業自身の宣伝にもなるであろう。 

コメント ： エコマテリアルに関する検討�題―� 

小型化のために高性能・高機能型エコマテリアルを使用して、その結果としてプラスチックの使用量を

削減した場合、最終的には省資源に貢献した意味を持つ。環境問題では、このような複合的効果を有す

る場合が多いため、考慮すべき多面的方向をさらに整理して、公開・普及させることは重要である。 

実例―8   

 
 
 
 
 
実例―9   

 

 
 太陽誘電 2007 安全・環境報告書 (Safety & Environmental Report)より 

特徴 ：  

単結晶シリコンの高い変換効率と、ア

モルファスシリコンの低い製造エネ

ルギーと高生産性を併せ持つ構造で、

HIT(Heterojunction with Intrinsic 
Thin-layer)太陽電池は、単結晶シリ

コンウェハの上に不純物を含まない

アモルファスシリコン層を介して p
型および n 型のアモルファスシリコ

ン薄膜を堆積し、異種材料接合により

形成された太陽電池である。 
「高性能･高機能」型エコマテリアル

である。 

三洋電機 環境・社会報告書(Sustainability Report) 2007 より 

特徴 ：  

1005 サイズで２倍以上の静電容量となる

4.7μF の小型大容量セラミックコンデン

サである。部品搭載数の削減や実装面積の

省スペース化、大静電容量を生かして機器

の小型化、高性能化が実現可能である。 
「高性能･高機能」型エコマテリアルであ

る。 
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実例―10  有害物質フリー型エコマテリアル 

 

 
 
 
 
実例―11  資源枯渇回避型エコマテリアル（リユース部品など） 

 
 
 
 

富士電機グループサスティナビリティレポート 2007 より 

富士ゼロックスサスティナビリティレポート 2007 より 

実例―12  資源枯渇回避型エコマテリアル（再生プラスチックを使用した部品など） 

 

 
 
実例―13  資源枯渇回避型エコマテリアル 

 

ソニーCSR レポート 2007 より 

特徴 ：  

資源枯渇回避型エコマテリアルとして

再生プラスチックの使用を主張してい

る企業が多数見られる。左図のソニーの

例では、種々の製品や部品が、再生プラ

スチックより製造されている。この際に

非臭素系非リン系の難燃剤を添加して

いるため、これらは、同時に有害物質フ

リー型エコマテリアルでもある。 

富士通グループ 社会・環境報告書 2007 より 

特徴 ：  

資源枯渇回避型エコマテリアルと

して植物性プラスチック（バイオプ

ラスチック）の使用を主張している

企業が多数見られる。左図の富士通

の例では、ノートパソコンの躯体種

部品が、植物性プラスチックより製

造されている。これらは、通常は同

時に有害物質フリー型エコマテリ

アルでもある。 
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実例―10  有害物質フリー型エコマテリアル 
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ソニーCSR レポート 2007 より 
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富士通グループ 社会・環境報告書 2007 より 

特徴 ：  

資源枯渇回避型エコマテリアルと

して植物性プラスチック（バイオプ

ラスチック）の使用を主張している

企業が多数見られる。左図の富士通

の例では、ノートパソコンの躯体種

部品が、植物性プラスチックより製

造されている。これらは、通常は同

時に有害物質フリー型エコマテリ

アルでもある。 
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実例―14  資源枯渇回避型エコマテリアルなど 

 

 
 
 
 
 
 
 

実例―15   

 

パイオニアグループ環境報告ハイライト 2007より

特徴 ： 

天然素材のリサイクルとして、ウイスキー熟成の使命を終えた樽（ホワイトオークの無垢材）のリサイ

クル材であるピュアモルトスピーカーである。資源枯渇回避型エコマテリアルに分類されるが、むしろ

スピーカー用として優れた品質の木材であると考えられる。上記のスピーカー製品群には、この他に、

低 VOC 材料や無鉛はんだなどの有害物質フリー型エコマテリアルも存在する。また、リサイクル可能

な梱包用緩衝材としてパルプモールド材も使用されている。 

特徴 ：  

材料に関する具体的な説明は示されてい

ないが、高性能・高機能型エコマテリアル

を利用して作られた電球形蛍光灯である

と考えられる。省エネルギーと長寿命を同

時に達成した製品であり、このような製品

の普及は、社会全体での省エネルギーにつ

ながる、望ましい姿と考える。 

松下グループ 社会・環境報告 2007  

(The Panasonic Report for Sustainability 2007)より

実例―16  高性能・高機能型エコマテリアル 

 

 
 
 
 
実例―17  高性能・高機能型エコマテリアル 

 

 

 
 
 

ローム（株）2007 CSR レポート より

特徴 ：  

使用材料とその特徴の説明はなされていない

が、高性能・高機能型エコマテリアルを用いて、

待機時消費電力削減を実現していると考える。

特徴 ：  

使用材料とその特徴の説明はなされてい

ないが、電極材料などが高性能・高機能型

エコマテリアルであると推定する。 

NEC CSR アニュアルレポート 2007 (Web) より 
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天然素材のリサイクルとして、ウイスキー熟成の使命を終えた樽（ホワイトオークの無垢材）のリサイ

クル材であるピュアモルトスピーカーである。資源枯渇回避型エコマテリアルに分類されるが、むしろ

スピーカー用として優れた品質の木材であると考えられる。上記のスピーカー製品群には、この他に、

低 VOC 材料や無鉛はんだなどの有害物質フリー型エコマテリアルも存在する。また、リサイクル可能

な梱包用緩衝材としてパルプモールド材も使用されている。 

特徴 ：  

材料に関する具体的な説明は示されてい

ないが、高性能・高機能型エコマテリアル

を利用して作られた電球形蛍光灯である

と考えられる。省エネルギーと長寿命を同

時に達成した製品であり、このような製品

の普及は、社会全体での省エネルギーにつ

ながる、望ましい姿と考える。 

松下グループ 社会・環境報告 2007  

(The Panasonic Report for Sustainability 2007)より

実例―16  高性能・高機能型エコマテリアル 

 

 
 
 
 
実例―17  高性能・高機能型エコマテリアル 

 

 

 
 
 

ローム（株）2007 CSR レポート より

特徴 ：  

使用材料とその特徴の説明はなされていない

が、高性能・高機能型エコマテリアルを用いて、

待機時消費電力削減を実現していると考える。

特徴 ：  

使用材料とその特徴の説明はなされてい

ないが、電極材料などが高性能・高機能型

エコマテリアルであると推定する。 

NEC CSR アニュアルレポート 2007 (Web) より 
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実例―18  高性能・高機能型エコマテリアル 

 
 
実例―19  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 

 

 
 
 

ローム（株）2007 CSR レポート より 

特徴 ：  

使用材料とその特徴の説明はなされていない

が、高性能・高機能型エコマテリアルを用いて、

低電流化を実現していると考える。 

三菱電機環境報告 (Sustainability report) 2007 より 

特徴 ：  

ヒートポンプやフラッシュインジェクション

回路の中の高性能な材料とその特徴の説明は

なされていないが、高性能・高機能型エコマテ

リアルを有すると推定する。リユース可能材料

や有害物質フリー型エコマテリアルに関して

は、説明がなされている。 

実例―20  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 

 

 

 
 
 
 
 

シャープ 環境・社会報告書 2007 より 

特徴 ：  

高性能な材料とその特徴の詳しい説明はなされていないが、本文の説明の中で、消費電力が低くバック

ライトの寿命が約６万時間という長寿命とあり、高性能・高機能型エコマテリアルを有する。有害物質

フリー型やリサイクルを考慮した資源枯渇型エコマテリアルに関しては、上記の説明のように多種・多

数を有している。パッケージ材料もリサイクル性が考慮されている。 
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実例―18  高性能・高機能型エコマテリアル 
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シャープ 環境・社会報告書 2007 より 

特徴 ：  

高性能な材料とその特徴の詳しい説明はなされていないが、本文の説明の中で、消費電力が低くバック

ライトの寿命が約６万時間という長寿命とあり、高性能・高機能型エコマテリアルを有する。有害物質

フリー型やリサイクルを考慮した資源枯渇型エコマテリアルに関しては、上記の説明のように多種・多
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実例―21  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 

 

 
 
 
 
 
 
実例―22  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 

 
 

東芝グループ CSR 報告書 2007 (社会的責任・環境経営報告)より 

特徴 ：  

高性能な材料とその特徴の詳しい説明はなされていないが、ヒートポンプによる除湿乾燥方式や独自の

モーター中には、高性能・高機能型エコマテリアルを有するものと推定する。エコプロダクツの場合に

は、エコマテリアルの詳細は示されないことが多く、技術の機密保持の壁は厚い。 

パイオニアグループ環境報告ハイライト 2007より

特徴 ：  

高性能な材料とその特徴の詳し

い説明はなされていないが、デジ

タルアンプと電力効率の高いス

イッチング電源や小型化に貢献

した部品の中には、高性能・高機

能型エコマテリアルを有するも

のと推定する。エコプロダクツの

場合には、エコマテリアルの詳細

は示されないことが多い。 

実例―23  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 

 
 
 
 
実例―24  有害物質フリー型エコマテリアルを含む高性能エコプロダクツ 

 

 
 

パナソニックモバイルコミュニ

ケーションズ（株）環境活動 2007
中のグリーンプロダツ (Web) 
より 

特徴 ：  

材料とその特徴の詳しい説明は

なされていないが、高性能・高機

能型、有害物質フリー型や資源枯

渇回避型エコマテリアルを有す

ることは示されている。エコプロ

ダクツの場合には、エコマテリア

ルの詳細は示されないことが多

い。 

The Panasonic Report for Sustainability 2007 松下グループ社会・環境報告 2007 より 

特徴 ：  

プラズマディスプレ

イパネル  (PDP) の
無鉛化を実現した有

害物質フリー型エコ

マテリアルが示され

ている。ガラスに近い

特性を持ち、高い安定

性を確保できるビス

マス金属への代替化

が特徴である。 
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実例―21  いろいろなエコマテリアルを有する高性能エコプロダクツの例 
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より 
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ることは示されている。エコプロ
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イパネル  (PDP) の
無鉛化を実現した有

害物質フリー型エコ
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特性を持ち、高い安定

性を確保できるビス

マス金属への代替化

が特徴である。 
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実例―25  有害物質フリー型エコマテリアルを含む環境配慮型製品の説明の例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企業において、材料と製品において、有害物質

フリーを達成するための管理手段・手法が示さ

れている。特に、多数の関連企業より集めた部

品・部材を組み立てる企業においては、このよ

うな管理手段・手法が重要となる。 

富士電機グループサスティナビリティレポート 2007より 

3.5 繊維・化学・�イント業界 
3.5.1 日本の繊維・化学・�イント機�業界のエコマテリアルの例 

繊維･化学・ぺイント業界は、約３５社で６００個を超える多種・多様な物質材料・製

品を幅広く多くの産業に供給しており、エコマテリアルの６カテゴリー別に主要な材料

を限られた数で概説することには無理があり、誤解のもとでもあるので、示さない。図

１２に、日本の繊維･化学・ぺイント業界における６種の環境カテゴリーごとおよび全

分野合計での一社当たりのエコマテリアル数とその年次ごとの変化を示す。この業界で

は、高性能・高機能型、有害物質フリー型と資源枯渇回避型エコマテリアルがほぼ同程

度で多数（多種）見られる。次に環境改善型エコマテリアルが多く、化学関連部門の特

徴と考える。エコ製造プロセス型エコマテリアルは、2007 年度まで毎年その数を増し

ており、化学分野でも製造プロセスへの認識の高まりの影響が認められる。リサイクル

考慮型エコマテリアルは少なく、化学部門では、製品のリサイクルを意識するよりは、

製品特性そのものにまず重点を置いて開発がなされていると見られる。これらは、幅広

く産業界に化学材料を供給している産業としての特徴が良く現れている。 

 

図 12   日本の繊維・化学・�イント業界のエコマテリアル（2001―2007） 
����2 繊維・化学・�イント機�業界のエコマテリアルの実例 

以下にこの業界の環境報告書に示されたエコマテリアルのいくつかの実例を引用し、具

体的に材料とそれらの特徴を例示する。化学関連各社は、相互にかなり類似した製品を

生産、供給している場合と全く別分野で相当に異なる製品を供給している場合がある。

相互にかなり類似した製品を生産、供給している場合には、以下の例がその企業独自の

単独商品というわけではなく、他社でも同様の製品を製造している場合が多い。出来る

だけ特徴的な例を示すように配慮したものである。 
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実例―25  有害物質フリー型エコマテリアルを含む環境配慮型製品の説明の例 
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実例―1   

 

 

 

 

 
実例―2  

 
 
実例―3   

三菱化学 RC レポート(Web,2008 年 2 月入手版)より 

特徴 ：  

自動車軽量化に貢献している樹脂で「高性能・高機能」型エコマテリアルとして数えている。 

旭化成グループ、CSR レポート 2007 より 

特徴 ：  

住宅の空調での消費電力を削減し

たり、冬季の暖房用消費電力を低減

するために有効な断熱材で、「高性

能・高機能」型として数えることも

可能であるが、ここでは、環境報告

書の説明に従って、製造工程で発泡

ガスとしてフロン系ガスを使用し

ないで代替ガスによる発泡を行っ

た「有害物質フリー」型エコマテリ

アルとして数えた。 

2007 年帝人グループ CSR 報告書より 

 
 
 
 
 
実例―4   

 
 
 
 
 

実例―5   

 
 
実例―6   

特徴 ：  

高強度・軽量で風力発電用の羽根用材料として発電に役立っており、「高性能・高機能」型エコ

マテリアルである。 

住友ベークライト（株）環境・社会報告書 2007 より 

特徴 ：  

「スミコン EME」は有害物質を含有せず、「スミレジンエクセル CRM」は、鉛フリーはんだに

対応した材料で「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

CSR レポート 2007 昭和電工（株）より 

特徴 ：  

鉄鋼材料のリサイクルに貢献する電極材料で生産プロセス効率

向上に貢献する「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。

東レグループ CSR レポート 2007 より 
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実例―1   

 

 

 

 

 
実例―2  

 
 
実例―3   
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実例―4   

 
 
 
 
 

実例―5   

 
 
実例―6   

特徴 ：  
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特徴 ：  

「スミコン EME」は有害物質を含有せず、「スミレジンエクセル CRM」は、鉛フリーはんだに

対応した材料で「有害物質フリー」型エコマテリアルである。 

CSR レポート 2007 昭和電工（株）より 

特徴 ：  

鉄鋼材料のリサイクルに貢献する電極材料で生産プロセス効率

向上に貢献する「エコ製造プロセス」型エコマテリアルである。

東レグループ CSR レポート 2007 より 
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実例―7   

特徴 ：  

水の浄化に貢献する各種の膜材料で海水

の淡水化や河川や湖沼での水質改善、工場

からの排水の浄化など、種々の水資源の有

効利用に貢献する「環境改善型」型エコマ

テリアルである。膜材料はそれぞれ特徴に

応じて活用される。 

東洋紡グループ CSR 報告書 2007 より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実例―8   

 

 
 
 
実例―9   

特徴 ：  

燃焼排ガスの浄化に貢献するフイルター用高機能繊維で、ごみ焼却炉や火力発電所の煙突から排出

される高温で酸性のガスの浄化などに貢献する「環境改善型」型エコマテリアルである。過酷な環

境に耐える優れた性能を有する。 

帝人研究開発 web 2007 より 

特徴 ：  

これまで自動車ブレーキやガ

スケットなどに使用されてき

たアスベストを、無害な材料で

あるアラミド繊維に代替する

ものであり、「有害物質フリー」

型エコマテリアルである。過酷

な摩耗環境に耐える優れた性

能を有する。 

CSR レポート 2007 花王より 
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実例―7   
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実例―8   

 

 
 
 
実例―9   

特徴 ：  

燃焼排ガスの浄化に貢献するフイルター用高機能繊維で、ごみ焼却炉や火力発電所の煙突から排出

される高温で酸性のガスの浄化などに貢献する「環境改善型」型エコマテリアルである。過酷な環

境に耐える優れた性能を有する。 

帝人研究開発 web 2007 より 

特徴 ：  

これまで自動車ブレーキやガ

スケットなどに使用されてき

たアスベストを、無害な材料で

あるアラミド繊維に代替する

ものであり、「有害物質フリー」

型エコマテリアルである。過酷

な摩耗環境に耐える優れた性

能を有する。 

CSR レポート 2007 花王より 
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実例―10   

 
 
実例―11   

 
実例―12   

特徴 ：  

これまで代替フロンを溶剤な

どに使用してきたが、水系の高

性能洗浄剤に代替するもので

あり、「有害物質フリー」型エ

コマテリアルである。 

CSR レポート 2007 昭和電工より 

特徴 ：  

金属部品の切削工具用材料で、自動車金属部品などの高効率の

切削が可能でさらに長寿命であり、「高性能・高機能」型エコ

マテリアルである。 

日立化成グループ社会的責任報告書 2007 より 

特徴 ：  

自然冷媒ヒートポンプ給湯器は、熱効率の極め

て優れた省エネ型の給湯器です。この普及は、

家庭での省電力に大きく貢献します。自然冷媒

CO2 を有効に活用し、優れた伝熱材料や保温

材料などの「高性能・高機能」型エコマテリア

ルが含まれるエコプロダクツである。この企業

は、この給湯器を製造している。電力各社など

が、販売や家庭への普及を図っている。 

信越化学 環境・社会報告書 2007 より 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

実例―13   

 
 
 
 
実例―14   

特徴 ：  

塩化ビニル樹脂は、断熱性が高く、強度や耐久性など優れた性能を有しています。使用後ごく短時間で廃

棄される容器包装材などに使用されて問題視された時期もあったが、適正な利用を行うことにより、この

樹脂の優れた点が広く認められており、サッシ、水道管や住宅外装材などで「高性能・高機能」型エコマ

テリアルとして活用され、普及している。 

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

電着塗装は水系塗料で VOCの

発生が少なく、有害物質フリー

型としての意味合いが強いが、

ここでは、電着塗装ラインでの

消費電力を削減する技術開発

に基づき製造される塗料であ

る。本件の主張点が、製造時の

省エネルギーにあることから、

この塗料をここでは、記載に従

い、「エコ製造プロセス」型エ

コマテリアルとして数えてい

る。 

60



 
 

 

実例―10   

 
 
実例―11   

 
実例―12   

特徴 ：  

これまで代替フロンを溶剤な

どに使用してきたが、水系の高

性能洗浄剤に代替するもので

あり、「有害物質フリー」型エ

コマテリアルである。 

CSR レポート 2007 昭和電工より 

特徴 ：  

金属部品の切削工具用材料で、自動車金属部品などの高効率の

切削が可能でさらに長寿命であり、「高性能・高機能」型エコ

マテリアルである。 

日立化成グループ社会的責任報告書 2007 より 

特徴 ：  

自然冷媒ヒートポンプ給湯器は、熱効率の極め

て優れた省エネ型の給湯器です。この普及は、

家庭での省電力に大きく貢献します。自然冷媒

CO2 を有効に活用し、優れた伝熱材料や保温

材料などの「高性能・高機能」型エコマテリア

ルが含まれるエコプロダクツである。この企業

は、この給湯器を製造している。電力各社など

が、販売や家庭への普及を図っている。 

信越化学 環境・社会報告書 2007 より 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

実例―13   

 
 
 
 
実例―14   

特徴 ：  

塩化ビニル樹脂は、断熱性が高く、強度や耐久性など優れた性能を有しています。使用後ごく短時間で廃

棄される容器包装材などに使用されて問題視された時期もあったが、適正な利用を行うことにより、この

樹脂の優れた点が広く認められており、サッシ、水道管や住宅外装材などで「高性能・高機能」型エコマ

テリアルとして活用され、普及している。 

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

電着塗装は水系塗料で VOCの

発生が少なく、有害物質フリー

型としての意味合いが強いが、

ここでは、電着塗装ラインでの

消費電力を削減する技術開発

に基づき製造される塗料であ

る。本件の主張点が、製造時の

省エネルギーにあることから、

この塗料をここでは、記載に従

い、「エコ製造プロセス」型エ

コマテリアルとして数えてい

る。 
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実例―15   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実例―16   

大日本インキ Responsible Care Report 2007 より 

特徴 ：  

シックハウス対策のため

有機溶剤の発生を少なく

したクリヤーで、「有害物

質フリー」型エコマテリア

ルである。 

環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

特徴 ：  

水性塗料は有機溶剤の発生が少なく、「有害物質フリー」型エコマテリアルである。さらにここでは、

自動車新車の塗装ラインでwet on wet で焼付けを１回で済ませる製造時の省エネルギーにあることか

ら、wet on wet 型の塗料は、記載に従い、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルとして数えている。

２種のエコマテリアルが存在すると解釈した。 

 
 

 

 

実例―17   

 

実例―18   

 
実例―19   

環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

住宅や道路面で受ける太陽

光エネルギーを効率的に反

射して、住宅や地域環境の昇

温を制御して、住宅内部の空

調の必要電力を削減するよ

うな、個別に地域条件などを

考慮して最適な塗料を設計

するシステムと塗料である。

「高性能・高機能」型エコマ

テリアルとして数えている。

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

機械向け塗料での有機溶

剤(VOC)の発生を少なく

した２液型ウレタン上塗

り塗料で、「有害物質フリ

ー」型エコマテリアルであ

る。 

特徴 ：  

欧州の RoHS 規制に対応し

た塗料で、「有害物質フリー」

型エコマテリアルである。 

62



 
 
 
 

実例―15   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実例―16   

大日本インキ Responsible Care Report 2007 より 

特徴 ：  

シックハウス対策のため

有機溶剤の発生を少なく

したクリヤーで、「有害物

質フリー」型エコマテリア

ルである。 

環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

特徴 ：  

水性塗料は有機溶剤の発生が少なく、「有害物質フリー」型エコマテリアルである。さらにここでは、

自動車新車の塗装ラインでwet on wet で焼付けを１回で済ませる製造時の省エネルギーにあることか

ら、wet on wet 型の塗料は、記載に従い、「エコ製造プロセス」型エコマテリアルとして数えている。

２種のエコマテリアルが存在すると解釈した。 

 
 

 

 

実例―17   

 

実例―18   

 
実例―19   

環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

住宅や道路面で受ける太陽

光エネルギーを効率的に反

射して、住宅や地域環境の昇

温を制御して、住宅内部の空

調の必要電力を削減するよ

うな、個別に地域条件などを

考慮して最適な塗料を設計

するシステムと塗料である。

「高性能・高機能」型エコマ

テリアルとして数えている。

日本ペイント CSR 報告書 2007 より

特徴 ：  

機械向け塗料での有機溶

剤(VOC)の発生を少なく

した２液型ウレタン上塗

り塗料で、「有害物質フリ

ー」型エコマテリアルであ

る。 

特徴 ：  

欧州の RoHS 規制に対応し

た塗料で、「有害物質フリー」

型エコマテリアルである。 
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環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

特徴 ：  

コールタールに代わる耐水性の良い変性

樹脂による塗料で、「有害物質フリー」型

エコマテリアルである。 

�� まとめならびに今後の課題と提案 

日本のエコマテリアルに関する調査を、環境報告書に基づいて行った。全体を見る

と、高性能・高機能型エコマテリアルに最も重点を置いており、素材メーカーは、自動

車、電機・電子産業など幅広い産業分野への多種・多様の材料供給を通じて、省エネル

ギーなどの環境問題に貢献している。 

環境改善、有害物質フリー、資源枯渇回避やリサイクル材の使用による発生廃棄物削減

および製造プロセスでの環境問題考慮も充分になされている。 

このように、日本のエコマテリアルはこれまで種々の分野で発展し、現在は全ての産業

をささえる主要な材料となっている。世界各国と比較すれば、日本のエコマテリアルは

かなり進歩した成熟した状況にあると見られるが、中長期的視点に立脚すれば、なおい

くつかの大きな課題が存在している。言うまでも無く、地球環境問題は極めて複合的・

総合的課題であり、それらの方向づけを行う場合でも、多数の人々の合意形成が必要で

ある。多面的かつ多方面から多くの視点に基づく検討と提案を希望するものである。 

以下は、材料部門の一研究者である著者が、エコマテリアルの調査を行った結果の

まとめ、および技術的問題に絞って、今後検討すべき重要な課題であると感じた項目を

個人的見解として、列記するものである。各項目の研究の方向づけやその進め方に関し

ては、検討が出来ていない。企業や政策検討部門での積極的な検討を望むものである。 

 

まず、鉄鋼産業についてであるが、鉄鋼材料は、全ての産業をささえる主要な材料であ

り、鉄鋼業界は、重要な素材供給者である。この産業では、以下の課題を提示したい。 

①鉄鋼材料の使用後のリサイクルに関して、特に建築物や橋梁などの社会的インフラの

廃棄後のリサイクルを進める場合、合金元素の鉄鋼内での蓄積（例えば Cu など）によ

る製造や使用段階での種々の課題に関する研究がまだまだ少なく、一層の強力な推進が

望まれる。②さらに、鉄鋼材料への合金元素の添加は、非常に多種・多様であるため、

これらの履歴管理やリサイクルでの分別利用などをどのように進めるべきか、高炉メー

カー、電炉メーカーだけではなく、もっと広く産業社会全体であるべき姿を検討して、

未来に備えることが強く望まれる。これらの中には、一般向け鋼材だけではなく、有害

物質フリー材料や、電磁鋼板、自動車や産業機械向け特殊鋼材も含むべきである。内容

の複雑さ、困難さから見て、到底一企業レベルの課題ではない。③さらに、全てを一括

して検討が可能とも考えられないため、課題を小さく個別に切り分けして取り組む必要

があると考える。④材料を使用して部材や機器類を設計する者と材料供給側の技術・研

究者との連携が、まだまだ不十分と感じた。企業の機密保持の問題や上記両者の相互理

解が不十分であること、また設計者の業務遂行期限の点で実質的な連携が困難な場合が

多いと推定するが、基本的で重要な基礎的部品・部材などについては、より一層の実際

的な連携が望まれる。これにより、エコマテリアルの活用が一層効率的に行われると考

える。この点は、鉄鋼材料に限らず、全ての素材について、メーカーとユーザーとの関
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環境・社会報告書 2007 関西ペイント（株）より 

特徴 ：  

コールタールに代わる耐水性の良い変性

樹脂による塗料で、「有害物質フリー」型

エコマテリアルである。 

�� まとめならびに今後の課題と提案 

日本のエコマテリアルに関する調査を、環境報告書に基づいて行った。全体を見る

と、高性能・高機能型エコマテリアルに最も重点を置いており、素材メーカーは、自動

車、電機・電子産業など幅広い産業分野への多種・多様の材料供給を通じて、省エネル

ギーなどの環境問題に貢献している。 

環境改善、有害物質フリー、資源枯渇回避やリサイクル材の使用による発生廃棄物削減

および製造プロセスでの環境問題考慮も充分になされている。 

このように、日本のエコマテリアルはこれまで種々の分野で発展し、現在は全ての産業

をささえる主要な材料となっている。世界各国と比較すれば、日本のエコマテリアルは

かなり進歩した成熟した状況にあると見られるが、中長期的視点に立脚すれば、なおい

くつかの大きな課題が存在している。言うまでも無く、地球環境問題は極めて複合的・

総合的課題であり、それらの方向づけを行う場合でも、多数の人々の合意形成が必要で

ある。多面的かつ多方面から多くの視点に基づく検討と提案を希望するものである。 

以下は、材料部門の一研究者である著者が、エコマテリアルの調査を行った結果の

まとめ、および技術的問題に絞って、今後検討すべき重要な課題であると感じた項目を

個人的見解として、列記するものである。各項目の研究の方向づけやその進め方に関し

ては、検討が出来ていない。企業や政策検討部門での積極的な検討を望むものである。 

 

まず、鉄鋼産業についてであるが、鉄鋼材料は、全ての産業をささえる主要な材料であ

り、鉄鋼業界は、重要な素材供給者である。この産業では、以下の課題を提示したい。 

①鉄鋼材料の使用後のリサイクルに関して、特に建築物や橋梁などの社会的インフラの

廃棄後のリサイクルを進める場合、合金元素の鉄鋼内での蓄積（例えば Cu など）によ

る製造や使用段階での種々の課題に関する研究がまだまだ少なく、一層の強力な推進が

望まれる。②さらに、鉄鋼材料への合金元素の添加は、非常に多種・多様であるため、

これらの履歴管理やリサイクルでの分別利用などをどのように進めるべきか、高炉メー

カー、電炉メーカーだけではなく、もっと広く産業社会全体であるべき姿を検討して、

未来に備えることが強く望まれる。これらの中には、一般向け鋼材だけではなく、有害

物質フリー材料や、電磁鋼板、自動車や産業機械向け特殊鋼材も含むべきである。内容

の複雑さ、困難さから見て、到底一企業レベルの課題ではない。③さらに、全てを一括

して検討が可能とも考えられないため、課題を小さく個別に切り分けして取り組む必要

があると考える。④材料を使用して部材や機器類を設計する者と材料供給側の技術・研

究者との連携が、まだまだ不十分と感じた。企業の機密保持の問題や上記両者の相互理

解が不十分であること、また設計者の業務遂行期限の点で実質的な連携が困難な場合が

多いと推定するが、基本的で重要な基礎的部品・部材などについては、より一層の実際

的な連携が望まれる。これにより、エコマテリアルの活用が一層効率的に行われると考

える。この点は、鉄鋼材料に限らず、全ての素材について、メーカーとユーザーとの関
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係に関して認められ、特段の検討が望まれる。 

 

自動車業界では、当面はハイブリッド車が主要な開発目標となっているが、この業界に

限らない一般的課題であるが、①燃料電池や新規エネルギー開発の新技術開発がさらに

進められるべきである。これらにともなう新しいエコマテリアルも必要となるであろう。

新技術開発に際しては、材料開発が最初に必要となる場合が多いと思われる。②銅線、

半導体部材や希少金属などのリサイクルに関して、国際間の物流も含め、さらに総合的

検討が望まれる。 

 

電力業界では、省エネ型家庭向け給湯器や企業・店舗向け省エネ設備の販売と普及によ

る消費側の省電力への動きが増加している。資源枯渇回避型に分類したリサイクル材は、

最終処分場への廃棄物量を大幅に減少させ、過去の埋め立て処分量は、その数％以下の

水準となっているが、この活動は、ほぼ目的を達したと考えられ、今後も安定した継続

が望ましい。火力発電所の発電効率は、設備更新の機会が発生するたびに、効率の高い

最新機器に更新が進んでおり、全体として年々、効率が向上している。 

この後の電力業界の大きな課題は、①原子力発電に対する考え方の明確化にあるよう

に考えられる。電力各社の原子力発電に関する記載にも、積極性と戸惑いの記載が認め

られる。国民的な認識と合意を作るための検討が必要であろう。エコマテリアルの視点

から見ると、原子力発電の一層の安心・安全を確保するために材料開発をさらに推進す

る必要が感じられた。この原子力発電に関しては、環境報告書においては、原子力発電

そのものの安全性と地震対策の２方面が強調されている。 

 

電気・電子業界や機械、重工業分野では、高性能機器の説明においてシステムや性能の

説明は多いが、それらを支えている材料に関する説明、記述が少ない傾向が見られる。 

この対策として、材料研究部門と設計部門との有機的関連の確保が課題の一つである。 

企業、大学を含めた公的研究機関、個別企業の設計部門、企業機密の保持、企業による

特許の取得と公的機関での研究の取り組み方法とを、どのように整合性をとるかなど、

国家的視点から検討すべき課題のひとつである。 

 

電気・電子・半導体、精密機器業界では、高効率、省エネ型の最新機器が、年々市販さ

れ、高性能・高機能型エコマテリアルが開示されている。この点は、後述の資源問題を

検討すれば、発展する傾向を進めることで、問題は見られない。省エネ型高性能製品の

世界的な普及は、世界的省エネルギーへの貢献とともに日本産業の活性化に貢献するこ

とになると考える。 

課題としては、①特に欧州の RoHS 規制に代表される各国の有害物質フリー規制は、そ

れらの普及が進んでいる現在において、重要な検討課題であると考える。鉛フリーはん

だに代表される有害物質フリー型代替材料は、Ag などの各種の希少・高価格の金属を

多用し、希少資源枯渇問題に直結している。日本の J-Moss 規制などでは、含有化学物

質を表示してそれを認識する形をとっており、このような形で、有害物質を単純に禁止

することではなく、有害物質を管理してその下でリサイクルして、物流系の外に有害物

質が出ないように管理し系内で循環するように総合管理を進めるようにするべきであ

ろう。この点に関しては、可能なかぎり早急に世界的討議と共通認識に基づく管理体制

の確立がなされるべきであると考える。 

②この業界での使用物質は、極めて多種多様であり、物質管理とリサイクルが特に重要

と考える。また最近認識が広まってきたように、製品の輸出や中古品の国間移動が多く

なっており、これらの管理と良好なリサイクル状態を国際的・総合的に作ってゆく必要

がある。また、③高性能・高機能型エコマテリアルや部品・部材が年々開発され普及し

ているが、これら新型部品・部材の製品寿命が終わった時点でのリサイクル技術がいま

だ不完全なものがあると考える。易解体性設計の強化と併せて、リサイクル技術の一層

の開発・強化が急務である。 

④特に、電気・電子業界の製品に例が多いが、「企業内部基準に基づく環境配慮製品や

各企業のエコプロダクツ」が増加している。これらの普及は望ましい点も多いが、課題

も存在する。資源、エネルギー、製造段階での負荷、有害物質フリー、リサイクル材の

使用などの各種指標を数値化して総合点数で示し、社内基準で合格品としてその比率を

競う進め方には、個別の内容が不明確になる欠点も残っている。このような基準は、業

界での統一や国家的な中立機関との連携による適正化を検討し推進する必要があると

考える。 

 

非鉄金属業界などによる希少資源のリサイクルに関する近年の進展は極めて望ましい

方向に進んでおり、一層の総合的取り組みを期待したい。 

 

小売、食品、輸送産業などの幅広い産業において、容器・包装問題は多様な商品と多様

な梱包資材および輸送効率と食品など製品の品質保持および包装容器のリサイクル問

題が複雑に関連しており、いまだ、産業界としての持続可能社会に向けた姿が不明確で

ある。この問題は、極めて複雑で難しい検討課題であるが、個別に継続的に総合的な取

り組みが重要と考える。到底一企業レベルで解決可能な課題ではないといえる。 

 

エコマテリアルとエコプロダクツとを公開して宣伝し、普及させることは極めて重要と

考える。エコマテリアルとエコプロダクツをまとめて整理し宣伝・公開することは、普

及に貢献でき、国家的な省エネルギーなどにもつながるであろう。この場合に、製品な

どの性能保障などをある程度行うことも視野に入れる必要があるものと考える。公的機

関と個別企業との交流、提案や相談窓口などの設置も進められるべきである。 
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なお、個別企業や業界での部分最適の追求と国家あるいは世界全体の全体最適とは、通

常はなかなか一致しない。エコマテリアルの世界的な大量普及にあたっては、資源問題

や有害物質フリー型材料の追及やそれらのリサイクル問題などで課題も多いと考えら

れ、今後とも常に課題と全体での最適とを考慮しながら、検討を進めるべきであろう。 
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